
草
紙
合
高
評
双
六
は
そ
の
名
の
通
り
、
こ
の
当
時
評
判
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
合
巻
を
題
材
と
し
た
双
六
で
あ
る
。
改
印
が
「
卯
九
」
「
改
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
改
を
受
け
た
の
は
安
政
二
年
九
月
で
あ
り
、
安
政
三
年
の
正
月
を
当
て
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
構
成
は

梅
素
玄
魚
、
画
工
は
三
世
歌
川
豊
国
、
板
元
は
芝
神
明
前
の
若
狭
屋
与
市
で
あ
る
。
大
き
さ
は
大
判
六
枚
継
ぎ
で
、
竪
七
二
・
六
糎
、
横
七
三

・
五
糎
で
あ
る
。
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
蔵
の
も
の
は
袋
を
欠
く
。
内
容
は
道
中
双
六
様
式
で
は
な
く
、
出
た
サ
イ
コ
ロ
の
目
に
よ

っ
て
進
む
駒
の
位
置
が
指
定
さ
れ
る
飛
び
双
六
と
よ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
合
巻
の
登
場
人
物
が
そ
れ
ぞ
れ
横
三
コ
マ
に
描
か
れ
、
一

つ
の
場
面
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
場
面
は
そ
れ
ぞ
れ
の
合
巻
に
拙
か
れ
た
場
面
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
合
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

ふ
り
だ
し
は
下
段
中
央
に
大
き
く
描
か
れ
、
そ
こ
に
は
合
巻
を
比
べ
る
女
性
達
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
彼
女
た

ち
の
会
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

調
査
報
告
六
十

「
そ
り
ゃ
ア
な
ん
の
し
ん
ば
ん
だ
ヱ
」

し
ち
ぐ
ら

「
こ
れ
〈
質
庫
と
い
ふ
し
ん
さ
く
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
が
お
も
し
ろ
う
ご
ざ
い
ま
す
〈
そ
し
て
こ
と
し
か
ら
つ
堂
い
て
で
ま
す
と
サ
」

さ
う
し
あ
ハ
せ
あ
た
り
す
ご
ろ
く

文
芸
資
料
研
究
所
蔵
「
草
紙
合
高
評
双
六
」
解
題

佐
藤

悟
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六十文芸資料研究所蔵「草紙合高評双六」

じ
だ
い

「
そ
れ
も
お
も
し
ろ
ふ
ご
ざ
り
ま
す
が
時
代
か
堂
承
が
お
も
し
ろ
く
な
り
ま
し
た
ョ
」

「
オ
ャ
ノ
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
亘

「
さ
や
う
サ
は
や
く
あ
と
が
で
る
卜
よ
う
ご
ざ
り
ま
す
ね
へ
」

こ
こ
で
い
う
「
質
庫
」
は
安
政
三
年
に
若
狭
屋
与
市
か
ら
初
編
が
刊
行
さ
れ
る
『
雑
談
雨
夜
質
庫
』
、
「
時
代
か
堂
ゑ
」
は
前
年
に
刊
行
が
は
じ

ま
っ
た
や
は
り
若
狭
屋
刊
の
『
北
雪
美
談
時
代
加
賀
見
』
を
指
し
、
共
に
二
世
為
永
春
水
の
作
品
で
あ
る
。

最
上
段
の
上
り
に
は
大
将
雷
の
貴
公
子
が
描
か
れ
、
そ
の
前
に
は
カ
ル
タ
を
取
り
合
う
女
性
達
が
描
か
れ
る
。
大
将
雷
は
柳
亭
種
彦
の
合
巻

『
修
紫
田
舎
源
氏
』
（
文
政
十
二
年
ｌ
天
保
十
三
年
）
の
主
人
公
足
利
光
氏
の
雷
と
し
て
描
か
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
『
修
紫
田
舎
源
氏
』
は
天

保
改
革
で
絶
板
処
分
と
は
な
る
も
の
の
、
そ
の
様
式
は
多
く
の
合
巻
に
継
承
さ
れ
、
光
氏
ま
が
い
の
登
場
人
物
を
輩
出
し
、
浮
世
絵
に
も
「
源

氏
絵
」
と
よ
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
を
生
翠
出
し
て
い
る
。

次
に
こ
の
双
六
に
描
か
れ
た
合
巻
を
略
述
（
最
上
段
右
か
ら
始
ま
り
、
左
へ
、
そ
し
て
下
へ
の
順
で
記
述
）
す
る
。
ほ
と
ん
ど
が
長
編
合
巻
で
あ
る

の
で
、
作
者
・
画
工
・
板
元
等
の
変
化
が
あ
る
が
、
全
編
数
と
安
政
三
年
に
最
も
近
い
編
の
作
者
、
画
工
、
板
元
を
記
す
。

○
『
児
雷
也
豪
傑
繩
』
全
四
十
三
編
。
安
政
三
年
に
第
二
十
九
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
柳
下
亭
種
員
、
画
工
は
歌
川
国
盛
、
た
だ
し
外
題
の

画
工
は
歌
川
豊
国
、
板
元
は
和
泉
屋
市
兵
衛
で
あ
る
。

○
『
釈
迦
八
相
倭
文
庫
』
全
五
十
八
編
。
安
政
三
年
に
第
三
十
四
・
三
十
五
・
三
十
六
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
万
亭
応
賀
、
画
工
は
二
世
歌

川
国
貞
、
た
だ
し
外
題
は
歌
川
豊
国
、
板
元
は
上
州
屋
重
蔵
で
あ
る
。

○
『
童
謡
妙
々
車
』
全
二
十
五
編
。
安
政
三
年
に
第
三
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
柳
下
亭
種
員
、
画
工
は
歌
川
国
貞
、
た
だ
し
外
題
と
口
絵
は

歌
川
豊
国
が
担
当
、
板
元
は
蔦
屋
吉
蔵
で
あ
る
。

○
『
白
縫
證
』
全
七
十
一
編
。
安
政
三
年
に
第
二
十
一
・
二
十
二
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
柳
下
亭
種
員
、
画
工
は
歌
川
国
貞
、
た
だ
し
外
題
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○
『
与
話
情
浮
名
横
櫛
』
全
六
編
。
安
政
二
年
に
第
五
・
六
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
楳
田
舎
好
文
、
画
工
は
歌
川
国
芳
、
板
元
は
山
本
平
吉

で
あ
る
。
嘉
永
六
年
三
月
に
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
瀬
川
如
皐
作
の
同
名
作
の
正
本
写
で
あ
る
。

○
『
雑
談
雨
夜
質
庫
』
全
五
編
、
安
政
三
年
に
初
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
為
永
春
水
、
画
工
は
歌
川
国
郷
、
た
だ
し
外
題
と
口
絵
は
歌
川
豊

国
、
板
元
は
若
狭
屋
与
市
で
あ
る
。

○
『
雪
梅
芳
證
犬
の
草
紙
』
全
五
十
六
編
。
安
政
三
年
に
第
三
十
六
・
三
十
七
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
笠
亭
仙
果
、
画
工
は
歌
川
国
貞
、
た

だ
し
外
題
は
歌
川
豊
国
、
板
元
は
蔦
屋
吉
蔵
で
あ
る
。

○
『
琴
声
美
人
録
』
全
十
七
編
。
安
政
二
年
に
第
十
一
・
十
二
・
十
三
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
山
東
京
山
、
画
工
は
歌
川
国
輝
（
第
十
一
・

十
二
編
）
と
歌
川
芳
員
（
第
十
三
編
）
で
あ
る
が
、
第
十
二
・
十
三
細
の
外
題
を
歌
川
豊
国
が
描
い
て
い
る
。
板
元
は
佐
野
屋
喜
兵
衛
で
あ

○
『
弓
張
月
春
宵
栄
』
全
二
十
四
編
。
安
政
二
年
に
第
十
三
・
十
四
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
楽
亭
西
馬
、
画
工
は
歌
川
国
輝
、
た
だ
し
外
題

は
歌
川
豊
国
、
板
元
は
恵
比
寿
屋
庄
七
で
あ
る
。
こ
の
編
あ
た
り
の
刊
年
に
は
問
題
が
あ
る
が
、
一
応
表
記
に
従
う
。

○
『
牡
丹
園
娘
荘
子
』
全
五
編
。
安
政
二
年
に
第
三
・
四
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
笠
亭
仙
果
、
画
工
は
歌
川
国
輝
、
た
だ
し
外
題
は
歌
川
豊

○
『
竹
取
物
語
』
全
十
七
編
。
安
政
元
年
に
第
十
七
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
山
東
京
山
、
画
工
は
歌
川
芳
虎
、
板
元
は
森
屋
治
兵
衛
で
あ
る
。

嘉
永
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
十
五
編
の
外
題
の
画
工
は
歌
川
豊
国
で
あ
る
。

○
『
遊
仙
沓
春
雨
草
紙
』
全
二
十
編
。
安
政
三
年
に
第
十
五
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
緑
亭
川
柳
、
画
工
は
歌
川
国
貞
、
た
だ
し
外
題
は
歌
川

『
牡
丹
園
娘
荘
子
』
全
五
編
。
安
政

国
、
板
元
は
藤
岡
屋
慶
次
郎
で
あ
る

あ
る
。

プ

③
。

の
画
工
は
歌
川
豊
国
で
あ
る
。
板
元
は
第
二
十
一
編
が
藤
岡
屋
慶
治
（
次
と
も
）
郎
と
柳
下
亭
の
合
梓
、
第
二
十
二
編
は
柳
下
亭
の
単
独
板
で
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文芸涜料研究所蔵「草紙合高評双六」六十

本
稿
は
文
芸
資
料
研
究
所
設
立
二
十
周
年
の
記
念
に
作
製
さ
れ
る
本
双
六
の
複
製
に
添
付
す
る
解
説
と
し
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の

際
に
は
鈴
木
重
三
先
生
・
高
木
元
氏
・
上
野
英
子
氏
か
ら
多
大
な
ご
援
助
を
賜
り
ま
し
た
。
末
尾
な
が
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
与
話
情
浮
名
横
櫛
』
以
外
は
歌
川
豊
国
が
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
た
合
巻
が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た

合
巻
の
作
者
と
し
て
は
柳
下
亭
種
員
の
地
位
が
高
か
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

合
巻
の
板
元
は
双
六
の
板
元
で
あ
る
若
狭
屋
与
市
の
刊
行
作
品
に
限
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
主
要
な
他
の
板
元
が
刊
行
し
た
合
巻
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
地
本
間
屋
の
機
能
に
は
出
板
以
外
に
問
屋
機
能
が
あ
り
、
他
の
板
元
と
本
替
に
よ
っ
て
入
手
し
た
他
の
板
元
の
合
巻
を
自
己
の
系

列
絵
草
紙
屋
へ
卸
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
双
六
は
販
売
目
録
の
意
味
も
持
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
こ
の
双
六
が

他
の
地
本
間
屋
の
扱
う
商
品
と
な
り
え
た
こ
と
も
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
選
ば
れ
た
作
品
の
中
に
は
、
な
ぜ
選
ば
れ
た
の
か
理
由
の
は
っ
き
り
し

な
い
も
の
も
あ
り
、
こ
の
双
六
が
こ
の
当
時
の
合
巻
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
必
ず
し
も
正
確
に
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
留
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
双
六
は
幕
末
期
に
お
け
る
合
巻
享
受
の
あ
り
方
を
窺
わ
せ
る
と
同
時
に
、
合
巻
流
通
の
あ
り

方
を
も
示
す
興
味
深
い
資
料
な
の
で
あ
る
。

○
『
南
何
の
夢
優
妓
舞
衣
』
全
五
編
。

国
、
板
元
は
丸
屋
清
次
郎
で
あ
る
。

豊
国
、
板
元
は
山
口
屋
藤
兵
衛
で
あ
る
。

『
南
何
の
夢
優
妓
舞
衣
」
全
五
編
。
安
政
三
年
に
第
五
編
が
刊
行
さ
れ
、
作
者
は
楽
亭
西
馬
、
画
工
は
歌
川
国
芳
、
た
だ
し
外
題
は
歌
川
豊
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